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安
部
公
房
「
大
き
な
砂
ふ
る
い
」
と
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ

佐

々

木

幸

喜

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
安
部
公
房
（
一
九
二
四
―
一
九
九
三
）
に
対
す
る
海
外
文

学
の
影
響
を
探
る
試
み
と
し
て
、
「
大
き
な
砂
ふ
る
い
」
を
取
り
上
げ
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
作
家
、Strindberg,

Johan
A
ugust

（
一
八
四
九
―
一

九
一
二
）
と
の
つ
な
が
り
を
見
て
い
く
。

「
大
き
な
砂
ふ
る
い
」
の
文
献
情
報
に
つ
い
て
、
『
安
部
公
房
全
集
』

第
二
巻
（
一
九
九
七
年
九
月
、
新
潮
社
）
巻
末
「
作
品
ノ
ー
ト
」
を
も
と

に
整
理
す
る
と
、「
大
き
な
砂
ふ
る
い
」
は
「
小
説
」
に
分
類
さ
れ
、
「
執

筆
」
の
推
定
時
期
は
、
安
部
が
「
新
仮
名
づ
か
い
」（

一
）

で
書
く
よ
う
に
な

っ
た
時
期
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
「
一
九
五
一
年
頃
」
と
さ
れ
る
。
本
稿
で

は
、
ま
ず
、
「
大
き
な
砂
ふ
る
い
」
が
安
部
の
「
執
筆
」
し
た
小
説
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
着
目
す
る
。
生
前
未
発
表
だ
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
か
、
こ
れ
ま
で
、
本
作
お
よ
び
そ
の
文
献
情
報
が
詳
細
に
検
討
さ

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
五
〇
年
代
と
い
え
ば
、

安
部
が
神
話
や
寓
話
に
取
材
し
た
作
品
を
書
き
始
め
る
時
期
で
あ
り

（
二
）

、

初
期
の
安
部
文
学
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
生
前
未
発
表
作
品
で

あ
っ
て
も
、
安
部
が
ど
の
よ
う
な
素
材
か
ら
文
学
精
神
を
吸
収
し
出
発
し

た
か
を
知
る
う
え
で
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
る
。
海
外
文
学
か
ら

の
影
響
を
指
摘
す
る
近
年
の
論
考
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
糸
賀
（
二
〇
二

二
）（

三
）

な
ど
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、「
大
き
な
砂
ふ
る
い
」
は
安
部
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
く
、

翻
訳

（
四
）

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
安
部
が
ど
の
言
語
で
書

か
れ
た
も
の
を
翻
訳
に
用
い
た
の
か
も
明
ら
か
に
し
た
い
。
本
稿
で
の
論

点
を
出
発
点
に
、
安
部
の
外
国
語
運
用
能
力
の
程
度
を
知
る
、
引
い
て
は
、

安
部
文
学
の
材
源
研
究
を
進
め
る
糸
口
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
論

を
進
め
る
前
に
、
外
国
語
と
安
部
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
何
が
わ
か
っ
て

い
る
か
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

一
、
安
部
公
房
と
外
国
語

安
部
が
中
埜
肇
に
送
っ
た
一
九
四
三
年
一
一
月
四
日
付
書
簡

（
五
）

に
は
、

「
リ
ル
ケ
の
詩
」
と
の
言
が
あ
り
、
ド
イ
ツ
語
が
示
さ
れ
る
。
中
埜
は
の

ち
に
哲
学
者
と
な
る
人
物
で
あ
る
。
安
部
と
は
旧
制
成
城
高
等
学
校
時
代

の
同
級
生
で
、
当
時
、
京
都
帝
国
大
学
の
学
生
で
あ
っ
た
。
「
リ
ル
ケ
の

詩
」
は
、
そ
の
内
容
か
ら
、『
形
象
詩
集
』（
原
題D

as
B
uch

der
B
ilder

）

の
詩
篇
「
秋
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
手
紙
に
限
ら
ず
、
安
部
は
メ
モ

に
も
ド
イ
ツ
語
を
用
い
た
。
例
え
ば
、
四
九
年
五
月
一
四
日
付
の
メ
モ

（
六
）
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に
も
「
自
然
科
学
」（N

aturw
issenschaft

）
や
「
哲
学
」（Philosophie

）

な
ど
の
名
詞
が
見
え
る
。
谷
真
介
の
整
理
に
よ
る
と
、
安
部
は
一
九
四
〇

年
に
旧
制
成
城
高
等
学
校
に
入
学
、
そ
こ
で
ド
イ
ツ
語
を
学
ん
だ
。
師
は

阿
部
六
郎

（
七
）

で
あ
っ
た
。
安
部
の
学
ん
だ
旧
制
高
等
学
校
は
第
一
外
国

語
の
類
別
に
よ
り
、
五
つ
に
分
け
ら
れ
た

（
八
）

。
安
部
が
入
学
し
た
の
は
、

そ
の
中
の
一
つ
、
理
科
乙
類
（
ド
イ
ツ
語
）
で
あ
っ
た
。
旧
制
高
等
学
校

で
は
、
文
科
理
科
を
問
わ
ず
、
外
国
語
の
教
科
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、「
外

国
語
ハ
英
語
、
独
語
又
ハ
仏
語
ヲ
了
解
」
し
、
そ
の
「
発
音
、
綴
字
、
読

方
、
訳
解
、
話
方
、
作
文
、
書
取
及
方
法
ヲ
授
ク
ヘ
シ
」
（
高
等
学
校
規

程

第
七
条
）
と
さ
れ
て
い
た
。
旧
制
成
城
高
等
学
校
は
「
外
国
語
ハ
英

語
、
独
語
」
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
も
の
と
し
、
「
第
一
外
国
語
ヲ
独

語
ト
シ
タ
ル
場
合
」
に
は
そ
の
授
業
時
間
は
第
一
学
年
が
週
あ
た
り
一
〇

時
間
、
第
二
・
三
学
年
は
九
時
間
と
定
め
ら
れ
た

（
九
）

。
旧
制
高
等
学
校

の
学
生
語
に
ド
イ
ツ
語
が
多
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
示
さ
れ
る
よ
う

に
、
ド
イ
ツ
語
は
集
団
の
連
帯
感
を
高
め
る
こ
と
に
も
関
わ
っ
た
。
い
わ

ば
、
生
徒
の
間
で
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
な
意
味
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
の

で
あ
る

（
十
）

。
安
部
自
身
も
旧
制
高
等
学
校
で
の
学
び
か
ら
、
ド
イ
ツ
語

に
一
定
程
度
通
じ
て
い
た
と
い
え
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
全
集
に
収
め
ら

れ
た
情
報
の
み
で
は
、
詩
の
引
用
や
語
レ
ベ
ル
の
記
述
確
認
に
留
ま
る
し

か
な
く
、
安
部
の
ド
イ
ツ
語
運
用
能
力
の
程
度
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し

い
。

二
、
『
世
紀
ニ
ュ
ー
ス
』
と
『
世
紀
群
』

次
に
、
「
大
き
な
砂
ふ
る
い
」
の
「
執
筆
」
時
期
と
推
定
さ
れ
る
一
九

五
一
年
頃
、
安
部
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
た
か
を
確
認
し
た
い
。

友
田
義
行
に
よ
る
年
表

（
十
一
）

に
は
、
四
七
年
か
ら
五
〇
年
に
か
け
て
、「
世

紀
の
会
」
と
い
う
名
称
が
見
え
る
。
〈
世
紀
の
会
〉
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
後
に
活
動
し
た
文
学
・
芸
術
グ
ル
ー
プ
の
一
つ

（
十
二
）

で
あ
る
。
四
七
年

春
に
第
一
期
が
発
足
、
そ
の
後
、
四
八
年
春
か
ら
は
第
二
期
、
四
九
年
四

月
か
ら
は
〈
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
研
究
会
〉
と
合
流
し
活
動
し
て
お

り
、
機
関
誌
と
し
て
、
『
世
紀
ニ
ュ
ー
ス
』
を
発
行
し
て
い
た

（
十
三
）

。
ま

た
、
も
う
一
つ
の
活
動
に
、
小
冊
子
『
世
紀
群
』
の
刊
行
が
あ
っ
た
。『
世

紀
群
』
に
は
次
の
よ
う
な
刊
行
意
図
が
あ
っ
た

（
十
四
）

。
次
の
引
用
は
、「
『
世

紀
群
』
発
刊
に
つ
い
て
」
の
入
会
申
込
用
紙
の
記
述
で
あ
る
。
一
九
五
〇

年
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
た
び
運
動
を
よ
り
強
力
に
推
進
す
る
た
め
左
記
の
よ
う
な
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
研
究
資
料
と
し
て
刊
行
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
世
紀
群
』

と
こ
れ
を
呼
ぶ
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
入
手
し
が
た
い
文
献
や
作

品
・
会
員
の
作
品
・
新
し
い
表
現
形
式
の
一
つ
と
し
て
の
画
集
等
を

逐
次
刊
行
い
た
し
ま
す
。
各
冊
三
十
頁
前
後

長
い
も
の
は
分
冊
に

し
て
一
部
金
拾
円
で
会
員
に
配
布
し
ま
す
。
月
三
部
の
予
定
で
近
日

刊
行
の
も
の
は

―

★
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
小
品
集

花
田
清
輝
訳

★
小
説
『
紙
片
』
城
崎
誠
作

★
フ
ァ
ー
デ
ー
エ
フ
『
文
芸
評
論
の
課
題
に
つ
い
て
』

安
部
自
身
は
『
世
紀
群
』
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
か
。
そ
れ
は
例
え
ば
、

『
世
紀
群
』
に
短
編
「
魔
法
の
チ
ョ
ー
ク
」
（
第
四
号
、
一
九
五
〇
年
一

一
月
推
定
）
を
発
表
し
た
の
に
加
え
、
挿
絵
や
扉
絵
な
ど
も
描
い
て
い
た

こ
と
か
ら
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
次
の
引
用
は
、
『
世
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紀
ニ
ユ
ゥ
ス
』
第
三
号
（
一
九
五
〇
年
一
二
月
二
七
日
、
発
行
所
・
勅
使

河
原
宏
方
世
紀
）
裏
面
「
世
紀
群
」
を
活
字
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

今
年
九
月
に
着
手
し
十
月
に
カ
フ
カ
を
第
一
号
と
し
て
刊
行
し
た
世

紀
群
は
そ
の
後
各
方
面
の
絶
大
な
る
関
心
と
驚
異
の
う
ち
に
ま
す
ま

す
内
容
を
充
実
さ
せ
現
在
第
六
号
を
発
刊
し
又
待
望
の
「
画
集
」
が

今
日
完
成
せ
る
に
至
つ
た
。
〔
略
〕
以
下
七
号
以
後
〔
一
字
判
読
不

可
〕
近
刊
を
紹
介
す
る
と
…
…
／

〔
三
字
判
読
不
可
〕
／

No
7

No

島
尾
敏
雄

短
篇
小
説
／

安
部
公
房

実
存
主
義
と
共
産

8

No
9

主
義
／

ス
ト
リ
ン
ド
ベ
ル
ク

童
話
集
／
ピ
カ
ソ
と
の
対
話
…

No
10

等

「
カ
フ
カ
」
と
あ
る
の
は
、
『
世
紀
群
』
一
号
と
し
て
刊
行
し
た
『
カ
フ

カ
小
品
集
』
（
花
田
清
輝
訳
、
桂
川
寛
挿
絵
、
一
九
五
〇
年
九
月
）
の
こ

と
で
あ
り
、
安
部
は
そ
の
正
誤
表
作
成
を
担
当
し
て
い
た
。
右
の
引
用
で

さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
、
「
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
ル
ク
」
の
名
が
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
結
局
、『
世
紀
群
』
は
七
冊
刊
行
さ
れ
た
時
点
で
中
絶
、
『
ス
ト

リ
ン
ド
ベ
ル
ク

童
話
集
』
も
未
完
に
終
わ
っ
て
い
る
。

本
節
で
確
認
し
た
の
は
次
の
点
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
前
後
、
安
部
は

〈
世
紀
の
会
〉
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
、
会
の
活
動
の
一
つ
が
『
世
紀
群
』

の
刊
行
で
あ
り
、
一
〇
号
目
と
し
て
刊
行
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
が
「
ス

ト
リ
ン
ド
ベ
ル
ク

童
話
集
」
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
確
認
す

べ
き
こ
と
は
次
の
二
点
、
「
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
ル
ク
」
と
は
ど
う
い
う
人
物

な
の
か
、
「
童
話
集
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三
、S

trindberg

Strindberg,
Johan

A
ugust

は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
劇
作
家
、
小
説
家

で
あ
る
。
『
集
英
社
世
界
文
学
大
事
典
』
第
二
巻
（
一
九
九
七
年
一
月
、

集
英
社
）
に
よ
る
と
、
「
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
の
名
が
初
め
て
日
本
に
伝
え

ら
れ
た
」
の
は
、「
一
八
九
八
」
年
「
森
鷗
外
訳
の
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
著
『
審

美
新
説
』
」
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
「

初
の
紹
介
は
上
田
敏
」
（
六
五
九

頁
）
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
大
正
末
に
新
潮
社
は
小
説
全
集
と

戯
曲
全
集
を
同
時
出
版
し
、
岩
波
書
店
も
全
集
を
出
し
」
（
六
五
九
頁
）

て
い
る

（
十
五
）

。
た
だ
し
、
共
に
中
絶
。
三
井
光
彌
の
解
説

（
十
六
）

を
も
と
に
、

ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
作
品
は
ど
の
言
語
の
版
が
知
ら
れ
て
い
た
か
を
確
認
す

る
と
、
昭
和
初
期
に
お
い
て
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
の
著
作
が
原
語
で
読
ま

れ
て
い
た
の
は
「
殆
ど
瑞
典
国
内
に
限
ら
れ
」
て
お
り
、
「
広
く
読
ま
れ

て
居
」
た
の
は
「
エ
ミ
ー
ル
・
シ
ェ
ー
リ
ン
グ
」
（
二
頁
）
訳
の
ド
イ
ツ

語
版
で
あ
っ
た
。
日
本
語
へ
の
重
訳
も
こ
れ
に
拠
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
でSagor

に
目
を
向
け
た
い
。
新
潮
社
版
、
岩
波
書
店
版
い
ず
れ

の
全
集
に
も
収
め
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
日
本
語
で
『
童
話
集
』
と
訳
さ

れ
る
、
一
九
〇
三
年
に
発
表
さ
れ
た
こ
の
作
品
集
に
は
一
三
の
話

（
十
七
）

が

収
め
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
も
第
二
話
に
注
目
し
た
い
。
各
言
語
の
日
本
語

訳
を
試
み
る
と
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語Stora

G
rusharpan

は
「
大
き
な
砂

利
ふ
る
い
」
と
訳
出
で
き
、
ド
イ
ツ
語D

as
G
rosse

K
iessieb

は
「
大
き

な
砂
利
ふ
る
い
」
、
英
語T

he
B
ig
G
ravel-Sifter

も
「
大
き
な
砂
利
ふ
る

い
」
と
な
る
。

こ
の
、
タ
イ
ト
ル
に
関
す
る
一
致
か
ら
生
じ
る
疑
問
こ
そ
、
本
稿
冒
頭

に
示
し
た
、
「
大
き
な
砂
ふ
る
い
」
は
安
部
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
く
、

翻
訳
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
タ
イ
ト
ル
の
一

致
だ
け
で
は
翻
訳
で
あ
る
こ
と
の
証
明
に
は
な
ら
ず
、
内
容
の
一
致
を
確
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認
す
る
必
要
が
あ
る
。
「
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
ル
ク

童
話
集
」
に
は
言
語
含

め
様
々
な
版
が
あ
る
。
ど
の
版
を
読
ん
だ
か
を
明
ら
か
に
で
き
れ
ば
、
安

部
が
ど
の
言
語
に
通
じ
て
い
た
か
も
わ
か
る
の
で
は
な
い
か
。

四
、
本
文
比
較

こ
こ
か
ら
は
、
「
大
き
な
砂
ふ
る
い
」
が
翻
訳
で
あ
る
こ
と
を
引
用
か

ら
確
認
す
る
と
と
も
に
、
用
い
ら
れ
る
語
彙
か
ら
、
安
部
が
ど
の
言
語
で

書
か
れ
た
も
の
を
参
照
し
た
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
参
照
し
た
資
料

の
文
献
情
報
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

■

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語

一
冊

（
書
名
）Sagor;

och,
E
nsam

（
出
版
者
）S

tockholm
:
A
lbert

B
onnier

（
出
版
年
）
一
九
二
〇
年
（
披
見
）
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
本

■

ド
イ
ツ
語

三
冊

（
書
名
）M

ärchen

（
訳
者
）Schering,
E
m
il

（
出
版
者
）B

erlin;
L
eipzig:

S
eem

ann

（
出
版
年
）
一
九
〇
四
年
（
披
見
）
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
蔵
本

（
十
八
）

（
書
名
）M

ärchen
und

F
abeln

（
訳
者
）S

chering,
E
m
il

（
出
版
者
）

M
ünchen:

M
üller

（
出
版
年
）
一
九
一
八
年
（
披
見
）
京
都
大
学
吉
田

南
総
合
図
書
館
蔵
本

（
書
名
）M

ärchen
und

F
abeln

（
訳
者
）S

chering,
E
m
il

（
出
版
者
）

M
ünchen:

G
.
M
üller

（
出
版
年
）
一
九
二
〇
年
（
披
見
）
京
都
大
学
文

学
研
究
科
図
書
館
蔵
本

■

英
語

一
冊

（
書
名
）Tales

（
訳
者
）Potts

,
L
eonard

Jam
es

（
出
版
者
）London:

C
hatto

&
W
indus

（
出
版
年
）
一
九
三
〇
年
（
披
見
）
京
都
大
学
附
属
図
書
館

蔵
本そ

れ
で
は
、
作
品
の
書
き
出
し
か
ら
見
て
い
こ
う
。
「
大
き
な
砂
ふ
る

い
」
の
舞
台
は
海
で
あ
り
、
人
と
魚
が
描
か
れ
る
。
魚
の
名
前
に
は
網
か

け
を
施
し
た
。

若
い
漁
師
が
釣
糸
を
た
れ
て
い
る
の
を
見
ま
も
り
な
が
ら
、
う
な
ぎ

の
母
親
と
そ
の
息
子
が
、
岸
に
接
し
た
海
底
で
ね
そ
べ
っ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
次
の
引
用
で
あ
る
。
ま
ずSagor

の
英
語
版T

he
B
ig

G
ravel-Sifter

（
以
下
、《
英
》
）
を
示
す
。
前
節
で

日
本
語
版
は
ド
イ
ツ
語
か
ら
の
重
訳
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
《
英
》

に
つ
い
て
は
、
当
該
書
冒
頭
の
〝

T
R
A
N
SL
A
T
O
R
'S

N
O
T
E

〟
に

「T
H
IS
translation

of
A
ugust

Strindberg's
Sagor

w
as
begun

at

U
ppsala

U
niversity,

S
w
eden,

in
1923.

」
と
あ
っ
た
上
で
「B

ut
I
could

not
have

com
pleted

it

〔
＝Sagor

の
翻
訳
〕w

ithout
the
help

of
som

e

E
nglish

and
m
any

S
w
edish

friends,
D
r.
O
lof

Ö
stergren

in

particular.

」
（p.v

）
と
あ
り
、
日
本
語
版
と
異
な
り
、
《
英
》
は
ド
イ
ツ

語
か
ら
の
重
訳
で
は
な
く
、
原
語
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
か
ら
の
訳
出
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
引
用
に
続
く
（

）
内
に
拙
訳
を
示
し
た
。

T
H
E
R
E
w
as
once

an
eel-pout

w
ho
lay

w
ith

her
son

at
the

bottom
of
the

sea
by
the

steam
boat

jetty,
w
atching

a
boy

fixing

his
rod

for
fishing.

（p.21

）

（
む
か
し
、
蒸
気
船
の
桟
橋
の
そ
ば
で
息
子
と
一
緒
に
海
の
底
に
寝

そ
べ
っ
て
、
釣
り
の
た
め
に
竿
を
直
し
て
い
る
少
年
を
見
て
い
た
ギ
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ン
ポ
〔
も
し
く
は
口
の
尖
っ
た
ウ
ナ
ギ
〕
が
い
た
。
）

こ
こ
で
魚
は
一
種
類eel-pout

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
一
語
と
み

な
す
と
「
ギ
ン
ポ
」
と
訳
出
で
き
、pout

を
動
詞
と
み
な
す
と
「
口
の

尖
っ
た
ウ
ナ
ギ
」
と
も
訳
出
で
き
る
が
、
「
大
き
な
砂
ふ
る
い
」
に
あ
る

「
う
な
ぎ
の
母
親
」
の
「
母
親
」
に
あ
た
る
名
詞
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

同
じ
個
所
を
ド
イ
ツ
語
版D

as
G
rosse

K
issieb

（
以
下
、《
独
》
）
で
も

確
認
し
て
み
よ
う
。
本
文
の
引
用
は
一
九
〇
四
年
版
に
拠
り
、
【

】
内
に

は
一
九
一
八
年
版
の
表
記
を
記
し
た
。
異
同
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
傍
線
を

引
い
た
。
な
お
、
一
九
一
八
年
版
と
一
九
二
〇
年
版
の
間
に
異
同
は
な
い
。

E
s
lag

einm
al
eine

A
alm
utter

m
it
ihrem

S
ohn

unten
auf

dem

S
eeresgrunde

【
→M

eeregrunde

】neben
der

D
am
pferbrüke,

und

sah
zu,

w
ie
ein

B
ursche

seine
R
ute

in
O
rdnung

brachte,
um

zu

angeln.

（p.19

）

（
む
か
し
、
一
匹
の
ウ
ナ
ギ
の
母
親
〔
も
し
く
は
ギ
ン
ポ
〕
が
息
子

と
一
緒
に
、
蒸
気
船
の
橋
の
す
ぐ
そ
ば
の
海
の
底
【
→
湖
の
底
／
海

の
底
】
に
い
た
。
そ
し
て
一
人
の
少
年
が
釣
り
を
し
よ
う
と
釣
竿
を

正
す
様
子
を
眺
め
て
い
た
。
）

こ
こ
に
は
、
魚
を
表
す
名
詞
と
し
てA

alm
utter

が
あ
る
。A

al

（
ウ
ナ
ギ
）

と

M
utter

（
母
親
）
か
ら
な
り
、
「
ウ
ナ
ギ
の
母
親
」
と
訳
出
で
き
る
。

な
お
、
「
ギ
ン
ポ
」
と
す
る
辞
書

（
十
九
）

も
あ
る
。
次
に
進
も
う
。
左
の
引

用
は
、
安
部
「
大
き
な
砂
ふ
る
い
」
の
書
き
出
し
に
続
く
場
面
で
あ
る
。

う
な
ぎ
の
母
親
が
言
っ
た
。
／
「
そ
ら
、
あ
の
男
を
ご
ら
ん
。
う
き

世
の
悪
意
と
ず
る
の
い
い
見
本
…
見
て
ご
ら
ん
よ
。
手
に
む
ち
を
も

っ
て
い
る
。
む
ち
の
紐
を
投
げ
て
い
る

―
そ
ら
、
そ
こ
に
あ
る
。

紐
を
沈
め
る
重
し
が
つ
い
て
い
る

―
そ
れ
だ
よ
。
そ
の
下
に
あ
る

の
が
虫
の
つ
い
た
鉤
な
の
さ
。
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
あ
れ
を
口

に
入
れ
て
は
い
け
な
い
よ
。
も
し
そ
ん
な
こ
と
を
し
よ
う
も
の
な
ら
、

お
ま
え
は
つ
か
ま
っ
ち
ま
う
よ
。
だ
い
た
い
ば
か
な
す
ず
き
か
赤
眼

だ
け
が
食
い
つ
く
の
さ
。
さ
あ
、
こ
れ
で
お
ま
え
は
あ
れ
に
つ
い
て

す
っ
か
り
知
っ
た
わ
け
だ
。
」

と
あ
り
、
「
ば
か
な
」
魚
と
し
て
「
す
ず
き
」
「
赤
眼
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

《
英
》
を
見
る
と
、

〝L
ook

at
him
,

〟said
the

eel-pout,

〝and
you

w
ill
learn

the

w
ickedness

and
deceit

of
the

w
orld....L

ook
at
him

now
;
he
has

a
w
hip

in
his

hand:
he
throw

s
out

the
line:

there
it
is!
T
hen,

sinking
dow

n,
com

es
the

w
eight:

there
it
is:
and

then
com

es

the
hook

w
ith

a
snake

on
it.
Y
ou
m
ustn't

take
that

in
your

m
outh,

or
you

w
ill
be
caught.

It's
only

silly
p
erches

and
roaches

that
are
taken

in.
So
now

you
know

.

〟

（p.21

）

（
「
彼
を
見
て
ご
ら
ん
」
と
ギ
ン
ポ
〔
も
し
く
は
口
の
尖
っ
た
ウ
ナ

ギ
〕
が
言
っ
た
。
「
そ
う
す
れ
ば
、
お
前
は
こ
の
世
の
邪
悪
さ
と
欺

瞞
を
知
る
こ
と
に
な
る
よ
…
彼
を
見
て
ご
ら
ん
、
手
に
鞭
を
持
っ
て

い
て
、
糸
を
投
げ
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
沈
ん
で
い
く
と
、
重
り

が
来
て
、
そ
こ
に
は
蛇
の
つ
い
た
フ
ッ
ク
が
あ
る
。
そ
れ
を
口
に
入

れ
て
は
い
け
な
い
。
取
り
込
ま
れ
る
の
は
、
愚
か
な

perches

と

roaches

だ
け
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
こ
れ
で
分
か
っ
た
ね
。
」
）
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と
あ
り
、perches

とroaches

が
「
愚
か
な
」
魚
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

《
独
》
に
も
同
じ
く
二
種
類
の
魚
の
名
が
確
認
で
き
る
。

〝Sieh
den

an!

〟Sagte
die

A
alm
utter,

〝da
kannst

du
die

B
osheit

und
H
interlist

der
W
elt
kennen

lernen

…

Sieh,
er
hat

eine
P
eitsche

in
der

H
and;

und
dann

w
irft

er
die

Schm
itze

aus;

da
ist
sie!

D
ann

kom
m
t
der

K
löppel,

der
hinunter

zieht

【
→

hinunterzieht

】;
da
ist
er!

A
ber

dann
kom

m
t
der

H
aken

m
it

einem
W
urm

daran!
D
en

darfst
du

ja
nicht

in
den

M
und

nehm
en,
denn

dann

【
→dann
】sitzest

du
fest!

N
un,

es
sind

nur

dum
m
e
B
arsche

und
R
otaugen,

die
sich

verlocken
lassen.

S
o,

nun
w
eißt

du
es!

〟

（p.19

）

（
「
あ
れ
を
見
て
ご
ら
ん
！
」
ウ
ナ
ギ
の
母
親
〔
も
し
く
は
ギ
ン
ポ
〕

は
言
っ
た
。
「
あ
そ
こ
で
お
前
は
世
の
悪
事
や
罠
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
よ
…
ほ
ら
、
彼
が
手
に
む
ち
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
、
そ
れ
か

ら
彼
は
む
ち
ひ
も
を
投
げ
て
い
る
、
あ
そ
こ
に
あ
れ
が
あ
る
だ
ろ

う
！

そ
れ
か
ら
打
ち
棒
が
下
に
や
っ
て
く
る
、
あ
そ
こ
に
あ
れ
が

あ
る
よ
！
そ
れ
に
は
虫
が
つ
い
た
針
が
や
っ
て
き
た
！
そ
れ
を
お
前

は
口
に
し
て
は
い
け
な
い
よ
、
そ
う
い
う
時
に
は
じ
っ
と
し
て
お
く

ん
だ
よ
！
ほ
ら
、
誘
わ
れ
る
の
は
、
や
っ
ぱ
り
愚
か
なB

arsche

や

R
otaugen

だ
け
。
と
に
か
く
お
前
は
わ
か
っ
た
ね
！
」
）

こ
こ
で
、
魚
の
名
前
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
ど
の
魚
種
が
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
か
を
調
べ
た
い
。
こ
こ
で
は
、
安
部
「
大
き
な
砂
ふ
る
い
」
に
あ

る
「
赤
眼
」
、《
英
》
に
あ
る

roaches

、
《
独
》
に
あ
る

R
otaugen

が
ど

の
よ
う
な
魚
な
の
か
を
確
認
し
た
い
。
調
査
で
は
、
各
言
語
の
百
科
事
典

も
確
認
し
た
。
英
語
に
つ
い
て
はThe

E
ncyclopæ

dia
B
ritannica

（
二
十
）

を
、
ド
イ
ツ
語
に
つ
い
て
はD

er
grosse

B
rockhaus

（
二
十
一
）

を
、
ま
た
必

要
に
応
じM

eyers
Lexikon

（
二
十
二
）

を
参
照
し
た
。

ま
ず
、
「
大
き
な
砂
ふ
る
い
」
に
あ
る
「
赤
眼
」
に
つ
い
て
。
田
中
茂

穂
（
二
十
三
）

に
よ
る
と
、
ア
カ
メ
は
学
名
を
「P

sam
m
operca

w
aigiensis

」

と
い
い
、
「
「
セ
ラ
ヌ
ス
」
科
」
も
し
く
は
「
ハ
タ
科
」
（
六
〇
二
頁
）
に

分
類
さ
れ
る
。
そ
の
「
体
は
稍
や
長
く
、
側
扁
し
」
（
六
〇
三
頁
）
て
お

り
、
「
口
は
大
き
く
、
斜
に
し
て
、
側
裂
を
有
し
、
下
顎
突
出
し
、
其
先

端
内
方
に
曲
が
」
（
六
〇
四
頁
）
る
。
ま
た
、
「
背
鰭
は
二
つ
に
分
れ
、
胸

鰭
基
底
の
後
方
に
初
ま
り
、
棘
は
肥
厚
し
、
溝
内
に
押
し
入
る
る
を
得
べ

マ
マ

し
」
（
六
〇
四
頁
）
と
あ
る
。

一
方
、《
英
》
に
あ
る
「roach

」
は
、T

he
E
ncyclopæ

dia
B
ritannica

に
は
、
学
名
「R

utilus
rutilus

」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、「a

cyprinid
fish

of
E
ngland,

E
urope

and
Siberia.

It
is
a
m
oderately

deep,
silvery

fish.

S
pecim

ens
of
m
ore

than
3
lb.
are

rare.

」
（V

ol.9,
p.339

）
と
あ
り
、

イ
ギ
リ
ス
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
シ
ベ
リ
ア
に
生
息
し
て
い
る
コ
イ
科
の
一
種

で
あ
り
、
そ
の
体
色
は
銀
色
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、《
独
》
に
あ
る
「R

otauge

」
は
、D

er
grosse

B
rockhaus

に

は
、
学
名
「L

euciscus
rutilus

」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、「ein

bis
30cm

langer
m
itteleurop.

W
eissfisch

m
it
w
aagerechter

M
undspalte,

adgerundeter
B
auchkante,

roter
Iris

und
einreihigen

S
chlundzähnen.

」

（V
ol.9,

p.243

）
と
あ
り
、
体
長
三
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
、
腹
部
は
丸
み
を

帯
び
て
お
り
、
虹
彩
が
赤
色
で
あ
る
こ
と
が
外
見
上
の
特
徴
で
あ
る
と
わ

か
る
。

こ
れ
ら
の
説
明
か
ら
、
ア
カ
メ
はroach

やR
otauge

と
同
一
と
は
考
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え
に
く
い
。
実
際
、
ア
カ
メ
は
ス
ズ
キ
目
ア
カ
メ
科

（
二
十
四
）

、roach

と

R
otauge

は
コ
イ
目
コ
イ
科
に
分
類
さ
れ
、
ア
カ
メ
と
は
別
種
で
あ
る
。

そ
う
な
る
と
、
ア
カ
メ
は
《
英
》《
独
》
い
ず
れ
に
も
見
ら
れ
な
い
た
め
、

翻
訳
の
可
能
性
は
薄
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
ア
カ
メ
と
い
う
名
前
が
出
て
き
た
可
能
性
に
つ
い
て
、
こ
れ

は
、
名
詞

R
otaugen

の
組
み
た
て
を
見
る
と
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
名

詞
は
二
つ
の
品
詞
、R

ot

とA
ugen

か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、R

ot

は
形

容
詞
で
「
赤
い
」
、A

ugen
は
名
詞
で
「
目
」
の
意
で
あ
る
。roach

に
そ

の
意
は
な
い
。
ま
た
、R

otaugen

を
魚
の
「
ア
カ
メ
」
と
す
る
辞
書
は

確
認
で
き
な
か
っ
た

（
二
十
五
）

。
こ
こ
で
一
つ
言
及
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、

「
ア
カ
メ
」
が
「
大
き
な
砂
ふ
る
い
」
に
出
て
く
る
こ
と
が
、
安
部
が
《
独
》

を
見
て
い
た
可
能
性
を
示
す
大
き
な
手
が
か
り
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
安
部
が
「
ア
カ
メ
」
と
い
う
魚
種
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性

も
あ
る
一
方
で
、R

otaugen

を
「
銅
色
う
ぐ
ひ
」（

二
十
六
）

や
「
ア
カ
ハ

ラ
」（

二
十
七
）

、
「
う
ぐ
ひ
」（

二
十
八
）

と
訳
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
安
部
が
こ

の
名
詞
を
構
成
す
る

R
ot

と

A
ugen

の
意
味
か
ら
訳
出
し
た
可
能
性
も

極
め
て
高
い
。
続
い
て
、
作
品
末
尾
を
確
認
す
る
。
ま
ず
、
「
大
き
な
砂

ふ
る
い
」
の
末
尾
を
示
す
。
魚
と
鳥
の
名
前
に
網
か
け
を
施
し
た
。

秋
が
来
て
、
そ
ろ
そ
ろ
冬
の
風
が
吹
き
は
じ
め
る
こ
ろ
、
千
の
群
を

な
し
た
に
し
ん
が
や
っ
て
き
て
音
楽
の
な
る
箱
の
中
を
泳
い
だ
。
そ

れ
は
告
別
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
か
も
め
と
荒
々

し
い
う
み
つ
ば
め
が
耳
傾
け
に
群
が
っ
た
。
そ
し
て
夜
中
、
音
楽
の

な
る
箱
は
遠
く
沖
に
は
こ
び
去
ら
れ
た
。
そ
れ
が
こ
の
出
来
事
の
終

り
で
あ
っ
た
。

次
に
、《
英
》
を
示
す
。

W
ith

the
first

storm
of
autum

n
the

pilchards
cam

e
in
their

thousand
thousands

and
sw
am

through
the

m
usical-box.

It
w
as

a
farew

ell
concert

w
ith

a
vengeance;

terns
and

sea-gulls

gathered
to
hear

it.
A
nd
that

night
the

m
usical-box

w
ent

out
to

sea;
and

there
w
as
an
end

of
the
w
hole

business.

（p.27

）

（
秋
の

初
の
嵐
と
と
も
に
、pilchards

が
何
千
匹
と
や
っ
て
き
て
、

音
楽
の
箱
の
中
を
泳
い
で
い
っ
た
。
そ
れ
は
徹
底
的
な
別
れ
の
音
楽

会
で
あ
っ
た
。terns

と

sea-gulls

が
そ
れ
を
聴
き
に
群
が
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
夜
、
音
楽
の
箱
は
海
に
出
て
い
っ
た
。
す
べ
て
の
出
来

事
の
終
わ
り
だ
っ
た
。
）

続
け
て
、《
独
》
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

A
ls
der

H
erbst

kam

【
→begann

】

und
der

erste
Sturm

heulte,

da
kam

der
S
tröm

ling
zu

tausenden

【
→T

ausenden

】

und

abertausenden

【
→

A
bertausenden

】

und
zog

durch
den

S
pielkasten.

D
as
w
ar
eine

A
bschiedsm

usik,
das

kann
m
an

glauben,

【
→!

】

F
ischschw

alben
und

M
öw
en
sam

m
elten

sich,

um
zuzuhören.

U
nd
diese

N
acht

fuhr
der

S
pielkasten

in
See;

und
da
w
ar
es
aus

m
it
der

ganzen
H
errlichkeit.

（p.24

）

（
秋
が
来
て
【
→
秋
が
始
ま
り
】
、

初
の
嵐
が
轟
い
た
と
き
、
小

さ
い

S
tröm

ling

が
何
千
匹
と
や
っ
て
き
て
、
演
奏
す
る
箱
の
中
を

通
り
抜
け
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
別
れ
の
音
楽
だ
っ
た
【
！
】

F
ischschw

alben

や

M
öw
en

が
集
ま
っ
て
き
て
、
耳
を
傾
け
た
。
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そ
し
て
そ
の
晩
、
演
奏
す
る
箱
は
沖
へ
出
て
い
っ
た
。
そ
う
し
て
素

晴
ら
し
い
こ
と
も
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。
）

整
理
し
て
み
よ
う
。
安
部
「
大
き
な
砂
ふ
る
い
」
に
は
、
魚
の
名
前
と
し

て
「
ニ
シ
ン
」
、
鳥
の
名
前
と
し
て
「
か
も
め
」
と
「
う
み
つ
ば
め
」
が

確
認
で
き
る
。
《
英
》
で
は
、
魚
の
名
前
と
し
て

pilchards

、
鳥
の
名
前

と
し
て

terns

と

sea-gulls

が
、
《
独
》
で
は
、
魚
の
名
前
と
し
て

Ström
ling

、
鳥
の
名
前
と
し
て

Fischschw
alben

と

M
öw
en

が
そ
れ
ぞ

れ
確
認
で
き
る
。pilchards
（
英
語
）
とStröm

ling

（
ド
イ
ツ
語
）
は
「
ニ

シ
ン
」
を
指
し
、sea-gulls

（
英
語
）
とM

öw
en

（
ド
イ
ツ
語
）
は
「
カ

モ
メ
」
を
指
し
、
三
つ
に
共
通
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、「
う
み
つ
ば
め
」（
安

部
）
とterns

（
英
語
）
とF

ischschw
alben

（
ド
イ
ツ
語
）
が
同
一
で
あ

る
か
を
確
認
し
た
い
。

「
う
み
つ
ば
め
」
は
、
黒
田
長
禮

（
二
十
九
）

に
よ
る
と
、
「
海
燕
科
」
に
分

類
さ
れ
る
「
海
鳥
」
で
あ
り
、
英
名
は

P
etrel

。
「
嘴
は
先
端
鉤
状
を
呈

し
、
基
部
は
多
少
左
右
に
扁
平
に
て
鼻
孔
は

個
の
鼻
管
の
各
端
に
開
口

2

す
」
（
九
七
頁
）
と
形
容
さ
れ
る
。

《
英
》
に
あ
る
「terns

」
に
つ
い
て
は
、The

E
ncyclopæ

dia
B
ritannica

に
は
図
が
一
点
と
、
い
く
つ
か
の
学
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
学
名
に

共
通
す
る
属
名
は

Sterna

で
あ
り
、
黒
田
長
禮

（
三
十
）

に
よ
る
と
、
こ
れ

は
「
鷗
科
」
に
属
す
る
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
を
指
し
、
そ
の
和
名
を
ア
ジ
サ

シ
と
い
う
。
「
体
は
小
中
形
に
て
何
れ
も
翼
長
く
嘴
一
般
に
細
長
く
真
直

な
る
か
先
端
僅
か
に
下
方
に
向
ふ
」（
一
二
一
頁
）
と
形
容
さ
れ
て
お
り
、

「
う
み
つ
ば
め
」
と
は
異
な
る
種
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

《
独
》
に
あ
る
「F

ischschw
alben

」
に
つ
い
て
は
、Der

grosse
B
rockhaus

な
ら
び
にM

eyers
Lexikon

は
こ
の
語
を
見
出
し
語
と
し
て
採
っ
て
い
な

い
。《
独
》
に
あ
るFischschw

albe

は
、Fisch

（
魚
）
とSchw

albe

（
ツ

バ
メ
）
か
ら
な
る
複
合
名
詞
だ
が
、
鳥
類
の
書
籍
で
も
や
は
り
管
見
に
は

入
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
ウ
ミ
ツ
バ
メ
の
記
述
と
し
て
「Sturm

schw
alben

海
燕
科
」（

三
十
一
）

が
確
認
で
き
た
。
「Sturm

schw
albe

」
に
つ
い
て
は
、D

er

grosse
B
rockhaus

が
見
出
し
語
と
し
て
い
る
。
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
図
、

ま
た
、
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
た
鳥
類
事
典

（
三
十
二
）

で
の
記
述
か
ら
、
ウ
ミ
ツ

バ
メ
とSturm

schw
albe

は
同
一
で
あ
る
と
い
え
る
。

二
〇
二
四
年
現
在
に
お
け
る
分
類
も
あ
わ
せ
、
改
め
て
示
す
と
、
ウ
ミ

ツ
バ
メ
は
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
目
ウ
ミ
ツ
バ
メ
科
に
分
類
さ
れ
る
海
鳥
で

あ
る

（
三
十
三
）

。T
ern

、
和
名
ア
ジ
サ
シ
は
、
ウ
ミ
ツ
バ
メ
と
同
様
に
海
鳥

の
一
種
だ
が
、
チ
ド
リ
目
ア
ジ
サ
シ
科
に
分
類
さ
れ
て
お
り

（
三
十
四
）

、
別

種
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
で
、
タ
イ
ト
ル
に
加
え
、
語
彙
や
表
現
も
酷
似
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
大
き
な
砂
ふ
る
い
」
は
、
安
部
の
手
に
よ
る
小
説
で
は
な
く
、

《
独
》
の
翻
訳
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
こ
と
が
確
認
で
き
た

（
三
十
五
）

。

本
稿
で
の
指
摘
を
も
と
に
、
書
誌
の
修
正
を
提
案
し
た
い
。
そ
れ
に
加
え
、

こ
こ
で
改
め
て
注
意
を
促
し
た
い
の
は
、
翻
訳
の
正
確
性
の
高
さ
で
あ
る
。

一
方
、
「
大
き
な
砂
ふ
る
い
」
に
は
《
独
》
を
逐
語
訳
し
た
だ
け
と
は

考
え
に
く
い
、
ド
イ
ツ
語
文
と
は
異
な
る
個
所
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

そ
れ
が
時
制
表
現
に
関
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
動
詞
に
着
目
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
《
独
》
を
引
用
し
、
動
詞
に
太
字
の
傍
線
を
引
い
た
。

Ja,
und

dann
entstand

da
oben

ein
entsetzlicher

L
ärm
.
E
s

tram
pelte

und
stram

pelte,
als

m
an

in
zw
ei
S
ekunden

eine

B
rücke

zw
ischen

B
oot

und
L
and

baute.
A
ber

es
w
ar
schw

er,

etw
as
zu
sehen,

denn
sie
ließen

da
oben

R
uß
und

Ö
l
aus.

／

E
s
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w
ar
etw
as
sehr

S
chw

eres
auf

der
B
rücke,

so
daß

die
kreischte,

und
einige

M
änner

fingen
an
zu
singen:

（pp.19-20

）

（
そ
う
だ
っ
た
。
そ
れ
で
、
そ
の
上
で
は
恐
ろ
し
い
音
が
し
て
い
た
。

二
秒
で
ボ
ー
ト
と
陸
を
つ
な
ぐ
橋
を
か
け
た
と
き
、
ド
シ
ド
シ
、
バ

タ
バ
タ
と
音
が
し
た
。
し
か
し
何
か
を
見
る
の
は
難
し
か
っ
た
。
上

で
は
そ
れ
が
煤
と
油
を
出
し
て
い
た
。
／
橋
の
上
に
は
何
か
と
て
も

重
い
も
の
が
載
っ
て
い
た
た
め
、
そ
れ
は
キ
ー
キ
ー
音
を
た
て
、
数

人
の
男
た
ち
は
歌
い
は
じ
め
た
。
）

次
に
、「
大
き
な
砂
ふ
る
い
」
の
対
応
個
所
に
関
し
、
動
詞
の
過
去
形
（
タ

形
／
テ
イ
タ
形
）
に
二
重
傍
線
、
非
過
去
形
（
ル
形
／
テ
イ
ル
形
）
に
波

線
を
引
い
た
。

も
う
れ
つ
な
騒
音
が
上
で
起
っ
た
と
き
、
彼
女
は
や
っ
と
こ
れ
だ
け

の
こ
と
を
口
に
し
た
。
上
の
人
間
た
ち
は
ボ
ー
ト
と
岸
を
わ
た
す
橋

を
た
っ
た
二
秒
間
で
渡
ろ
う
と
し
て
い
る
ら
し
く
、
ガ
タ
ガ
タ
足
を

ふ
み
な
ら
す
音
が
す
る
。
し
か
し
水
を
不
透
明
に
き
た
な
く
し
た
油

と
煤
の
た
め
に
何
も
見
え
な
か
っ
た
。
／
今
橋
の
上
に
あ
る
の
は
何

か
非
常
に
重
い
も
の
だ
。
橋
が
キ
ー
キ
ー
鳴
っ
て
い
る
。
人
が
叫
声

を
あ
げ
て
い
る
。

一
部
、
傍
線
を
引
い
て
い
な
い
動
詞
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
過
去
形
と
非

過
去
形
の
入
れ
替
え
が
き
か
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
一
方
、

波
線
を
引
い
た
と
こ
ろ
は
非
過
去
形
（
ル
形
）
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
過

去
形
（
タ
形
）
に
も
置
き
換
え
可
能
で
あ
る
。
な
お
、
《
独
》
で
は
先
に

示
し
た
と
お
り
、
い
ず
れ
も
過
去
形
で
書
か
れ
て
い
る

（
三
十
六
）

。
安
部
が

こ
の
点
に
ど
こ
ま
で
意
識
的
だ
っ
た
か
。
あ
る
い
は
、
意
図
せ
ざ
る
形
で

「
大
き
な
砂
ふ
る
い
」
に
出
現
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
こ
こ
に
初
期
安
部
文
学
の
特
質
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
引
き
続
き
、
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

お
わ
り
に

今
回
、
安
部
「
大
き
な
砂
ふ
る
い
」
はStrindberg,

Johan
A
ugust

作

Stora
grusharpan

の
翻
訳
で
あ
る
こ
と
を
、
文
中
に
使
わ
れ
た
語
彙
を

手
が
か
り
に
明
ら
か
に
し
た
。
安
部
が
依
拠
し
た
の
は
、
原
書
で
は
な
く
、

ま
た
英
訳
で
も
な
く
、S

chering,
E
m
il

に
よ
る
ド
イ
ツ
語
訳
だ
っ
た
可

能
性
が
高
い
。
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
語
に
関
す
る
安
部
の
「
書
く
」「
読
む
」

能
力
の
高
さ
が
窺
え
た
。
こ
こ
か
ら
、
海
外
文
学
を
自
身
で
訳
出
す
る
こ

と
で
摂
取
し
て
い
た
可
能
性
が
出
て
き
た
。
安
部
が
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
を

選
ん
だ
背
景
に
は
、
〈
世
紀
の
会
〉
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
要
請
が
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は
安
部
自
身
の
考
え
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
が
、
少
な
く
と
も
、

翻
訳
作
業
を
通
じ
、
文
体
を
意
識
す
る
契
機
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

ま
た
、
佐
々
木
（
二
〇
一
二
）
で
は
、
後
年
の
長
編
小
説
、『
箱
男
』（
一

九
七
三
年
三
月
、
新
潮
社
）
は
そ
の
材
源
の
一
つ
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
劇
作

家
・
詩
人P

inter,
H
arold

（
一
九
三
〇
―
二
〇
〇
八
）
の
戯
曲
「
か
す
か

な
痛
み
」
（
原
題

A
Slight

A
che

）
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た

（
三
十
七
）

。

調
査
の
結
果
、
安
部
の
記
録
か
ら
『
箱
男
』
以
前
に
出
版
さ
れ
た
邦
訳
と

は
違
う
文
章
が
見
つ
か
り
、
英
文
か
ら
の
訳
出
も
試
み
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
安
部
の
言
語
運
用
能
力
の
解
明
が
、
材
源
の
選
択
肢
の
幅
を
広
げ

て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
足
が
か
り
に
も
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
次
の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
、
安
部
、

あ
る
い
は
〈
世
紀
の
会
〉
の
メ
ン
バ
ー
が
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
「
童
話
集
」

の
翻
訳
を
手
が
け
る
に
至
っ
た
そ
の
契
機
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一

九
四
〇
年
代
に
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
に
言
及
し
た
作
家
と
し
て
、
花
田
清
輝

が
お
り
、
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
花
田
と
安
部
は
四
〇
年
代
後
半
か
ら

五
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
同
じ
場
で
活
動
し
て
い
た
。
安
部
は
花
田
か
ら

ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
を
学
ん
だ
可
能
性
も
あ
る

（
三
十
八
）

。

第
二
に
、
こ
の
翻
訳
を
通
じ
、
安
部
は
表
現
形
式
に
お
い
て
何
を
獲
得

し
え
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
安
部
の
文
体
に
着
目
し
た
も
の
と
し
て
、

本
多
秋
五
の
「
変
貌
の
作
家
」
と
い
う
評

（
三
十
九
）

、
そ
れ
を
引
く
鳥
羽
耕

史
の
「
多
様
な
文
体
や
方
法
上
の
実
験
を
試
み
た
」
と
い
う
言

（
四
十
）

な
ど

が
あ
る
が
、
言
語
の
表
現
形
式
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
作
中
の
語
彙
や

表
現
の
変
遷
を
計
量
的
に
見
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

（
四
十
一
）

。
本
稿

は
、
そ
の
基
盤
を
な
す
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

［
注
］

（
一
）
現
代
か
な
づ
か
い
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現
代
か
な
づ
か
い
の

内
閣
告
示
は
、
一
九
四
六
年
。

（
二
）
佐
々
木
幸
喜
「
安
部
公
房
「
プ
ル
ー
ト
ー
の
わ
な
」
の
素
材
」
『
人
間
・

環
境
学
』、
二
〇
一
三
年
一
二
月
。

（
三
）
糸
賀
寛
「
安
部
公
房
と
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
（
一
）

―
「
異
端

者
の
告
発
」
「
ど
れ
い
狩
り
」
「
第
四
間
氷
期
」
を
め
ぐ
っ
て

―
」
『
京
都

大
学
國
文
學
論
叢
』、
二
〇
二
二
年
九
月
。

（
四
）
「
翻
訳
」
と
「
翻
案
」
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
登
美
「
翻
訳
と
翻
案
か
ら
見

る
日
本
近
代
の
作
者
性
」
（
ハ
ル
オ
・
シ
ラ
ネ
ほ
か
［
編
］
『
〈
作
者
〉
と
は

何
か

―
継
承
・
占
有
・
共
同
性

―
』
、
二
〇
二
一
年
三
月
、
岩
波
書
店
）

を
参
照
。
鈴
木
は
、
（
独
創
的
な
西
洋
文
学
の
）
原
作
を
忠
実
に
複
製
す
る

「
翻
訳
」
が
、「
翻
案
」
と
の
差
異
化
を
図
る
中
で
、「
翻
案
」
と
い
う
こ
と

ば
が
一
九
一
〇
年
代
初
め
に
批
評
言
説
の
中
か
ら
消
え
た
後
、
大
正
・
昭
和

戦
前
期
を
通
じ
て
確
認
が
で
き
な
い
こ
と
、
再
び
こ
の
こ
と
ば
が
現
れ
る
の

は
一
九
五
〇
年
代
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
本
書
に
つ
い
て
は
、
編
者
・
十
重

田
裕
一
氏
（
早
稲
田
大
学
）
に
ご
教
示
を
た
ま
わ
っ
た
。

（
五
）『
安
部
公
房
全
集
』
第
一
巻
（
一
九
九
七
年
七
月
、
新
潮
社
）
所
収
。

（
六
）「M

E
M
O
R
A
N
D
U
M

1949

」
、
前
掲
『
安
部
公
房
全
集
』
第
二
巻
所
収
。

（
七
）
谷
真
介
［
編
］『
安
部
公
房
評
伝
年
譜
』（
二
〇
〇
二
年
七
月
、
新
泉
社
）
。

阿
部
と
の
交
流
は
高
校
卒
業
後
も
続
い
た
。
一
九
四
七
年
、
安
部
は
阿
部
に

「
故
郷
を
失
ひ
て
」
第
一
章
を
渡
す
。
こ
れ
が
『
個
性
』
に
紹
介
さ
れ
た
こ

と
が
、
安
部
が
文
壇
に
出
る
契
機
と
な
っ
た
。

（
八
）
文
部
科
学
省
『
学
制
百
五
十
年
史
』
資
料
編
、
二
〇
二
二
年
一
二
月
。

（
九
）
成
城
高
等
学
校
［
編
纂
兼
発
行
］
『
成
城
高
等
学
校
一
覧
』
昭
和
一
四
年

度
、
一
九
三
九
年
七
月
。

（
十
）
米
川
明
彦
『
集
団
語
の
研
究
』
下
、
二
〇
二
二
年
三
月
、
東
京
堂
出
版
。

（
十
一
）
鳥
羽
耕
史
［
編
］
『
安
部
公
房

メ
デ
ィ
ア
の
越
境
者
』
（
二
〇
一
三
年

一
二
月
、
森
話
社
）
所
収
「
安
部
公
房
年
表
」。

（
十
二
）
『
世
紀
ニ
ュ
ー
ス
』
一
号
（
一
九
四
九
年
三
月
二
五
日
、
編
集
兼
発
行

人
・
安
部
公
房
、
発
行
所
・
月
曜
書
房
内
世
紀
）
お
よ
び
、
瀬
木
慎
一
『
戦

後
空
白
期
の
美
術
』（
一
九
九
六
年
一
月
、
思
潮
社
）。

（
十
三
）
鳥
羽
耕
史
「
〈
夜
の
会
〉〈
世
紀
の
会
〉〈
綜
合
文
化
協
会
〉
活
動
年
表
」

（
『
徳
島
大
学
国
語
国
文
学
』
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
。
ま
た
、
全
五
号
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
こ
と
が
、
鳥
羽
耕
史
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
鳥
羽

耕
史
「
安
部
公
房
の
戦
後

―
真
善
美
社
か
ら
〈
世
紀
の
会
〉
へ

―
」『
國

文
學

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
（
二
〇
〇
三
年
四
月
）
参
照
。
い
ず
れ
も
ガ
リ
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版
刷
り
。
な
お
、
第
一
号
は
一
九
四
九
年
三
月
発
行
。
た
だ
し
、
そ
の
誌
名

に
は
表
記
の
揺
れ
が
あ
る
。
例
え
ば
、
二
号
、
三
号
の
表
紙
に
は
「
世
紀
ニ

ユ
ゥ
ス
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

（
十
四
）
前
掲
『
安
部
公
房
評
伝
年
譜
』。

（
十
五
）
大
正
期
作
家
の
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
受
容
に
関
す
る
指
摘
と
し
て
、
十
重

田
裕
一
「
鏡
と
し
て
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
・
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
イ

―
大

正
期
・
横
光
利
一
へ
の
視
角
」
（
『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
、
二
〇
〇
〇
年

六
月
）
を
参
照
し
た
。

（
十
六
）
「
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
挿
話
：
本
号
所
載
写
真
の
解
説
」
（
『
世
界
文
学
全

集
』
第
二
七
巻
［
一
九
二
八
年
九
月
、
新
潮
社
］
月
報
「
世
界
文
学
月
報
」

第
二
〇
号
）
。
前
掲
『
安
部
公
房
評
伝
年
譜
』
に
よ
る
と
、
全
集
が
「
中
学

時
代
自
宅
に
あ
」
り
、
月
報
を
目
に
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
全

集
第
一
巻
（
一
九
二
九
年
八
月
）『
神
曲
』（
生
田
長
江
訳
）
を
下
敷
き
に
、

「
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
」
（
『
表
現
』
、
一
九
四
九
年
八
月
）
を
執
筆
し
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。
『
世
界
文
学
全
集
』
と
の
関
わ
り
、
当
該
作
品
の
材
源
に

関
し
て
は
稿
を
改
め
る
。

（
十
七
）
順
に
掲
げ
る
と
以
下
の
と
お
り
。

I
M
ID
S
O
M
M
A
R
T
ID
E
R

、ST
O
R
A
G
R
U
SH
A
R
PA
N

、SJU
SO
V
A
R
E
N

、
L
O
T
SE
N
S
V
E
D
E
R
M
Ö
D
O
R

、F
O
T
O
G
R
A
F
I
O
C
H
F
IL
O
SO
FI

、E
T
T

H
A
L
V
T
A
R
K
PA
PP
E
R

、T
R
IU
M
FA
T
O
R
N
O
C
H
N
A
R
R
E
N

、N
Ä
R

T
R
Ä
S
V
A
L
A
N

K
O
M

I
G
E
T
A
P
E
L
N

、

T
O
B
A
K
S
L
A
D
A
N
S

H
E
M
L
IG
H
E
T
E
R

、S
A
N
K
T
G
O
T
T
H
A
R
D
S
SA
G
A

、JU
B
A
L
U
T
A
N

JA
G

、G
U
L
L
H
JÄ
L
M
A
R
N
E
I
Å
L
L
E
B
E
R
G

、B
L
Å
V
IN
G
E
FIN

N
E
R

G
U
L
D
PU
D
R
A
N

（
十
八
）

https://archive.org/details/bub_gb_dS
hA
A
A
A
A
Y
A
A
J/page/n3/m

ode/2up

（
二
〇
二
四
年
一
月
三
〇
日
閲
覧
）。

（
十
九
）
権
田
保
之
助
『
ゴ
ン
ダ
独
和
新
辞
典
』（
一
九
三
七
年
三
月
、
有
朋
堂
）

他
。

（
二
十
）
一
九
二
九
年
出
版
、
第
一
四
版
に
拠
る
。
京
都
大
学
吉
田
南
総
合
図
書

館
蔵
。

（
二
十
一
）
一
九
五
二
年
～
一
九
六
三
年
出
版
、
第
一
六
版
に
拠
る
。
京
都
大
学

吉
田
南
総
合
図
書
館
蔵
。

（
二
十
二
）
一
九
二
四
年
～
一
九
三
五
年
出
版
、
第
七
版
に
拠
る
。
京
都
大
学
文

学
研
究
科
図
書
館
蔵
。

（
二
十
三
）
田
中
茂
穂
『

増
補

改
訂

日
本
産
魚
類
図
説
』
第
三
一
巻
～
第
四
八
巻
、
一

九
五
二
年
九
月
、
風
間
書
房
。
小
野
田
勝
造
『
原
色
図
説
動
物
大
辞
典
』（
一

九
四
三
年
九
月
、
中
文
館
書
店
）
で
は
「
ハ
タ
科
」
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の

学
名
は
、
二
〇
二
四
年
現
在
、
ア
カ
メ
モ
ド
キ
（
ア
カ
メ
科
ア
カ
メ
モ
ド
キ

属
）
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。

（
二
十
四
）
本
村
浩
之
『
日
本
産
魚
類
全
種
目
録
』
（
二
〇
二
〇
年
五
月
、
鹿
児

島
大
学
総
合
研
究
博
物
館
）
。
二
〇
二
四
年
現
在
の
学
名
は
、L

ates

japonicus
(K
atayam

a
&
T
aki,

1984)

。

（
二
十
五
）
た
だ
し
、
片
山
正
雄
『
双
解
独
和
大
辞
典
』
（
一
九
二
七
年
七
月
、

南
江
堂
）、
木
村
謹
治
・
相
良
守
峯
『

木
村

相
良

独
和
辞
典
』
（
一
九
四
〇
年
三
月
、

博
友
社
）
な
ど
、
「
赤
眼
」
を
語
義
の
第
一
に
挙
げ
る
辞
書
も
あ
り
、
そ
れ

を
安
部
が
参
照
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
二
十
六
）
前
掲
『

木
村

相
良

独
和
辞
典
』。

（
二
十
七
）
山
岸
光
宣
『
コ
ン
サ
イ
ス
独
和
辞
典
』
、
一
九
三
七
年
三
月
、
三
省

堂
。

（
二
十
八
）
佐
藤
通
次
『
独
和
言
林
』、
一
九
三
六
年
四
月
、
白
水
社
。

（
二
十
九
）
黒
田
長
禮
『
鳥
類
原
色
大
図
説
』
第
二
巻
、
一
九
三
四
年
一
月
、
修
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教
社
書
院
。

（
三
十
）
黒
田
長
禮
『
鳥
類
原
色
大
図
説
』
第
三
巻
、
一
九
三
四
年
三
月
、
修
教

社
書
院
。

（
三
十
一
）
岡
田
彌
一
郎
・
原
又
栄
『
動
物
学
用
語
新
辞
典
』
（
一
九
四
〇
年
一

月
、
太
陽
堂
）。Sturm

schw
albe

は
、Sturm

（
嵐
）
と

Schw
albe

（
ツ
バ

メ
）
か
ら
な
る
複
合
名
詞
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
「
荒
々
し
い
う
み
つ
ば
め
」

と
い
う
訳
が
導
か
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語fisksvalor

は
、

fisk

（
魚
）
とsvalorna
（
ツ
バ
メ
）
か
ら
な
る
。

（
三
十
二
）B

rehm
,
A
lfred

E
dm
und:

D
ie
V
ögel.

In:
B
rehm

s
T
ierleben.

B
d.8.

L
eipzig

und
W
ien.

1920.

（
三
十
三
）
日
本
鳥
学
会
［
編
］
『
日
本
鳥
類
目
録
』
（
改
訂
第
七
版
、
二
〇
一
二

年
九
月
、
日
本
鳥
学
会
）
。
内
田
清
之
助
［
編
輯
兼
発
行
］『
日
本
鳥
類
目
録
』

（
第
三
版
、
一
九
四
二
年
六
月
、
東
京
帝
国
大
学
理
学
部
動
物
学
教
室
）
の

分
類
で
は
「
管
鼻
目
」「
海
燕
科
」。

（
三
十
四
）
前
掲
『
日
本
鳥
類
目
録
』
改
訂
第
七
版
。
前
掲
『
日
本
鳥
類
目
録
』

第
三
版
の
分
類
で
は
「
鷗
目
」「
鷗
科
」。

（
三
十
五
）
調
査
の
中
で
、
安
部
に
先
行
す
る
翻
訳
が
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
い
ず
れ
も
《
独
》
を
も
と
に
訳
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

語
彙
や
表
現
は
安
部
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
安
部
が
自
身
で
訳
出
し

た
と
い
う
本
稿
の
主
張
を
支
え
る
も
の
と
い
え
る
。『
図
説

児
童
文
学
翻
訳

大
事
典
』
第
二
巻
・
第
四
巻
（
二
〇
〇
七
年
六
月
、
大
空
社
）
を
参
照
。

・
「
ピ
ア
ノ
」
楠
山
正
雄
訳
、『
赤
い
鳥
』（
一
九
二
四
年
二
月
）

・
「
大
き
い
礫
篩
」
舟
木
重
信
訳
、
『
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
ル
ク
童
話
集
』
（
一
九

二
四
年
三
月
、
古
今
書
院
）

・
「
ぴ
あ
の
」
楠
山
正
雄
訳
、『
世
界
童
話
集
』
中
（
一
九
二
七
年
一
一
月
、

ア
ル
ス
）

・
「
大
き
な
砂
利
篩
い
」
浜
田
広
介
訳
、『
ひ
ろ
す
け
訳

世
界
童
話
選
集
』（
一

九
三
三
年
一
〇
月
、
文
教
書
院
）

（
三
十
六
）
現
代
日
本
語
に
お
け
る
ル
形
／
タ
形
の
議
論
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
。

・
工
藤
真
由
美
『
ア
ス
ペ
ク
ト
・
テ
ン
ス
体
系
と
テ
ク
ス
ト

―
現
代
日
本

語
の
時
間
の
表
現

―
』（
一
九
九
五
年
一
一
月
、
ひ
つ
じ
書
房
）

・
日
本
語
記
述
文
法
研
究
会
［
編
］
『
現
代
日
本
語
文
法
』
三
（
二
〇
〇
七

年
一
一
月
、
く
ろ
し
お
出
版
）

・
庵
功
雄
・
田
川
拓
海
［
編
］
『
日
本
語
の
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
研
究
を

問
い
直
す
』
第
一
巻

―
「
す
る
」
の
世
界
（
二
〇
一
九
年
三
月
、
ひ

つ
じ
書
房
）

・
庵
功
雄
・
田
川
拓
海
［
編
］
『
日
本
語
の
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
研
究
を

問
い
直
す
』
第
二
巻

―
「
し
た
」
「
し
て
い
る
」
の
世
界
（
二
〇
二
一

年
三
月
、
ひ
つ
じ
書
房
）

安
部
の
訳
文
に
は
、
こ
れ
ら
の
議
論
に
つ
な
が
る
要
素
も
見
ら
れ
る
。

（
三
十
七
）
佐
々
木
幸
喜
「
安
部
公
房
『
箱
男
』
の
材
源
」
『
國
語
國
文
』
、
二
〇

一
二
年
六
月
。

（
三
十
八
）
「
文
藝
時
評

犬
も
喰
わ
な
い
話
」
（
『
新
日
本
文
学
』
、
一
九
四
七
年

一
一
月
）
。
こ
の
頃
、
安
部
と
花
田
は
〈
綜
合
文
化
協
会
〉
に
と
も
に
参
加

し
て
い
た
。

（
三
十
九
）『
物
語
戦
後
文
学
史
』
完
結
編
（
一
九
六
五
年
六
月
、
新
潮
社
）。

（
四
十
）
中
村
明
ほ
か
［
編
］
『
日
本
語
文
章
・
文
体
・
表
現
事
典
』
（
二
〇
一
一

年
六
月
、
朝
倉
書
店
）「
安
部
公
房
」
の
項
。

（
四
十
一
）
こ
れ
に
関
連
し
、
佐
々
木
（
二
〇
二
一
）
で
は
、
安
部
の

初
の
作

品
集
『
壁
』
（
一
九
五
一
年
五
月
、
月
曜
書
房
）
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
現

れ
る
語
彙
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
詳
し
く
は
、
佐
々
木
幸
喜
「
作
品
集
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『
壁
』
に
お
け
る
食
の
表
象
：
安
部
公
房
は
そ
の
文
学
に
食
事
を
ど
う
描
い

た
か
」

In:
M
iriam

C
astorina

&
D
iego

C
ucinelli

(
E
ds.),

F
lorientalia

E
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A
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Series.

F
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Firenze
U
niversity

Press.
2021.

を

参
照
さ
れ
た
い
。

［
付
記
］

引
用
文
に
あ
る
〔

〕
内
の
注
記
は
稿
者
に
よ
り
、
改
行
は
「
／
」
で
示
し
た
。

ド
イ
ツ
語
か
ら
の
訳
出
に
際
し
、
麻
生
陽
子
氏
（
南
山
大
学
）
に
ご
教
示
を
た
ま

わ
っ
た
。
な
お
、
本
稿
は
、
日
本
近
代
文
学
会
二
〇
二
〇
年
度
秋
季
大
会
（
二
〇

二
〇
年
一
〇
月
二
五
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
）
で
の
口
頭
発
表
「
安
部
公
房
「
大
き
な

砂
ふ
る
い
」
と
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
」
を
も
と
に
修
正
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
発

表
の
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
方
々
に
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
本

稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
査
読
者
の
方
々
に
数
多
く
の
重
要
な
ご
助
言
を
い
た
だ
い

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
さ
さ
き

ゆ
う
き
・
本
学
国
際
高
等
教
育
院
特
定
准
教
授
）


